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ぼ く

僕へ - 
エ グ ザ イ ル

EXILE
さ く し

作詩：ATSUSHI
さっきょく

作曲：Hitoshi Harukawa

ぬくもり(名)
あたた

暖かさ。
あたた

暖かみ。
いとしい(形)

可愛的。
せつ

切ない(形)
たいせつ

大切に
おも

思っている。
さび

寂しさ
かな

悲しさ
こい

恋

しさなどで
くる

苦しい。
すべ

全て(名・副)
ぜ ん ぶ

全部。みんな。
わ

分かり
あ

合えない⇒
わ

分かり
あ

合う：ます形動詞去ます+
あ

合
う⇒たいがいに....する。
めぐりあえた⇒

めぐり
あ

合う：(自)
かいこう

邂逅する。
それでも(接続)

そうであっても。
あい

愛す(他)
あい

愛する。
みつからない⇒

み つ

見付かる(自)
で あ

出会えた⇒
で あ

出会う(自)相遇。

(1)あのお
ふ た り

二人が
はじ

初めて
で あ

出会われたのも
かいはつ

開発の
けんきゅう

研究が
すす

進められていく
ちゅう

中で
した。

(2)
いま

今ではどのような
えん

縁で
で あ

出会って、ど

のような
かんが

考え
かた

方で
あ い き ど う

合気道をやって

いたのか
めいかく

明確に
おぼ

覚えていない。

きず

傷つく(自)
け が

怪我をする。
かけがえのない⇒

かけがえがない：
か

代えられない。
かな

叶う(自)成真。 

1.
かれ

彼の
こい

恋はかないそうもない。 

2.
ねが

願いがかなった。
だ

抱きしめる(他)擁抱。

1)
はは

母は
あか

赤ん
ぼう

坊を
かた

固く
だ

抱き
し

締めた 。

2)
こ ど も

子供はわたしに
だ

抱き
し

締められること

を
のぞ

望む。

3)
しゅっぱつ

出発の
あさ

朝、
こうごう

皇后さまは
むすめ

娘を
だ

抱き
し

締

め、「
だいじょうぶ

大丈夫よ」と
な ん ど

何度も
く

繰り
かえ

返し
た。

P. 1 / 2



© Benri Nihongo

こうしてそばにいて、ぬくもりを
か ん

感
じ、

いとしいような、
せ つ

切ないような、
ふ し ぎ

不思議な
き も

気持ち、
か ん

感じる。
ひ と

人は
す べ

全てのことを、
わ

分かり
あ

合えない
の?
ぼ く

僕らは
な に

何を、
も と

求めるのだろう。
な ぜ

何故、
ひ と

人を
す

好きになるのだろう。

この
あ い

愛を
し ん

信じたい、めぐりあえた
き せ き

奇跡と
と も

共に…

それでも
かなら

必ず、また
ひ と

人を
あ い

愛す。

この
む ね

胸に
た し

確かに
か ん

感じてるよ。
しあわ

幸せのために、
き み

君の
え が お

笑顔のために、
ひ と

人を
あ い

愛すことは、やめないから…

こ た

答えを
さ が

探してても、きっとみつから
ない。
わ

分かっていても、
な ぜ

何故かいつもね。
さ が

探し
つ づ

続ける
ぼ く

僕がいる。

な に

何も
かんが

考えないで、
こ い

恋をしてたころ。

き ず

傷つくことも、こわくなかった。

いつから
か

変わってしまったの。
このままじゃ、いけないと。
こころ

心の
な か

中、
わ

分かっているよ…

それでも
で あ

出会えた
き み

君という
ひ と

人を、

かけがえのない
ひ と

人だと
お も

思うよ。
ぼ く

僕は
な ん ど

何度でも、
ひ と

人を
あ い

愛せるんだね。
み ら い

未来が
わ

分からなくても、この
す べ

全てで
…

もうすぐ
つ め

冷たい
そ ら

空の
む

向こうに、
よ あ

夜明
けがくる。

またあの
こ ろ

頃のように、
ひ と

人を
あ い

愛せる
ひ

日

が
く

来る…
ね が

願いは
か な

叶うと
い ま

今なら
お も

思える。

この
き も

気持ち
む ね

胸に
だ

抱きしめるよ。
しあわ

幸せになれる、その
こ た

答えは
かなら

必ず。
ぼ く

僕がひとを
あ い

愛したら、
わ

分かるはずだ
ね。
い ま

今そう
し ん

信じてる…
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